
　

平成 28 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　
①事務事業名

担
当
部
課

部課コード 810700 ℡ 2995-6311

事業コード
図書資料等収集整備事業 所沢図書館

資料

810705

開始年度　　　昭和 ３９年度 → 終了年度　　　平成

■ 自治事務 □

年度 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

分野別計画・指針 所沢市図書館ビジョン、所沢図書館資料収集方針 図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例
同施行規則

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

事業の種別

節 社会教育

法定受託事務 □ 法定受託＋附加 根拠法令

対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数

関連・類似事業

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ

728,635 人

基本
方針

図書館機能の充実

事業開始の背景
　昭和２３年、所沢青年団により所沢図書館が創立され、所沢市から補助を受け運営された。昭和３９年、有志による図書館運営が市に移管さ
れ、図書館法の理念に基づき所沢市立所沢図書館を設置、所沢図書館設置条例により資料収集整備が確立された。『所沢市立図書館資料収
集方針』に基づき資料収集を行っている。

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

　市民の調査研究、教養、レクリエーション等に資する図書館資料、情報の収集を行い、利用者に提供する。

　市内に居住又は通勤・通学する者、及びダイヤプラン３市（飯能市、狭山市、入間
市）に居住する者 平成 27 年度 726,493 人

単位
平成 26 年度

事業の具体的な内容及び実施方法

・資料収集　「所沢市立図書館資料収集方針」に基づき蔵書構成を考慮し、資料を選択収集する。
・資料保存　残すべき資料を選び、次の世代・時代に受け継いでいく。
・資料管理　電算システムにより、資料データ管理を行なう。
・資料整理　資料に書誌（分類・書名・著者・金額等）データ付与、フィルムコーティング等を装備する。
・資料除籍　除籍資料は、幼稚園・小中学校等公共施設及び市民にリサイクルする。

≪会計種別≫ 一般会計 平成 26 年度 （千円） 平成 27 年度 （千円） 平成 28 年度 （千円）

④
経
　
費

予算現額 78,602 78,810 77,097

決　　　算　（見込み含む） 76,842 76,026

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員） （ 0.00 人） （ 0.00 人） （ 0.00 人） （ 0.00 人） ※「財源内訳」について

正規職員人件費 7.51 人 65,495 6.46 人 56,338 平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

事業費合計 142,337 132,364

財
源
内
訳

一般財源 142,337 132,364 77,097

国・県支出金 0 0 0

その他（　　　　　　　　　　） ） 0 0 0

⑤
実
績

項目名 項目説明 単位 Ｈ 26 Ｈ 27 H28見込み 将来目標

活動実績

蔵書数 蔵書数 点 975,641 990,004 998,000 998,000

図書受入数 年間受入数 点 38,540 35,351 35,736

年間貸出数÷蔵書数 回

32,500

除籍数 年間除籍数 点 15,585 21,250 18,000 18,000

H28目標値 将来目標 
 
⑥
成
果

　 項目名 項目説明 単位

成果指標 資料回転率

100 100

Ｈ 26 Ｈ 27

目標値 2 2 2 2

実 績 2 2
「実績」
拡大図る

「実績」
縮小図る

(1)平成27年度中に改善した点(改善内容・その結果について記載してください）

・子どもの読書活動推進計画により、児童資料の収集に努めた。
・寄贈資料を受け、資料整理をすすめた。
・除籍を効率的に行い、図書の新鮮度を図るとともに、公共施設にリサイクル図書の提
供をした。

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています ％ 達成率

終了

↑どちらかを
チェックしてください

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

拡大 縮小
理由

市民の教育・調査・研究・娯楽等に役立ち、多様な要求に対応できるよう資料
収集に努める。

継続

改善・
効率化

現状
維持

拡大 理由
所沢市図書館ビジョンに基づき、多様化する市民要求等に対応するため、計
画的な収集を行う。

縮小
現状
維持

－

(2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

(1)平成28年度に取り組んでいる状況 (2)今後の方向性

多様化・複雑化する市民生活における様々な課題を解決するため、幅広く質の高い資
料等の収集・整備を行っている。また、一定期間を経過した資料については、資料の新
鮮度を保つため除籍し、学校等公共機関及び市民の方へのリサイクル図書として提供
を行っている。

その
他

次年度予算

評価日 平成28年8月19日 評価者職氏名 図書館長　中村　まさみ

多様化・複雑化する市民生活における様々な課題を解決するため、幅広く質
の高い資料等の収集・整備を計画的に継続して行っていく。また、一定期間
を経過した資料については、資料の新鮮度を保つため除籍し、学校等公共
機関及び市民の方へのリサイクル図書として提供を継続的に行い、保存資
料を適正管理する必要がある。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

図書館機能の充実 有害な環境影響
を及ぼす原因活動

利用案内等の配布
規制を受ける環境法令等 無

緊急事態 無

※「財源内訳」について


